
第 1 章総則  

第１条  (約款の適用 ) 

当 社 は、 この 約款 及び 細 則の 定め ると ころ に より 、貸 渡自 動車 （ 以下

「 レ ンタ カー 」と いい ま す。 ）を 借受 人に 貸 渡す もの とし 、借 受 人は

こ れ を借 受け るも のと し ます 。  

な お 、こ の約 款及 び細 則 に定 めの ない 事項 に つい ては 、 第 36 条 の 細

則 、 法令 又は 一般 の慣 習 によ るも のと しま す 。  

2  当 社 は、 この 約款 及 び細 則の 趣旨 、法 令 、行 政通 達並 びに 一 般の

慣 習 に反 しな い範 囲で 特 約に 応ず るこ とが あ りま す。 特約 した 場 合に

は 、 その 特約 が約 款に 優 先す るも のと しま す 。  

3  借 受 人は 、貸 渡契 約 の締 結に あた り、 借 受人 と異 なる 運転 者 を指

定 す る場 合、 約款 及び 細 則中 の運 転者 の義 務 と定 めら れた 事項 を その

運 転 者に 周知 し、 遵守 さ せる もの とし ます 。  

2  当 社 は、 借 受人か ら 予約 の申 込が あっ た とき は、 原則 とし て 、当 社

の 保 有す るレ ンタ カー の 範囲 内に おい て当 社 が定 める 基準 に基 づ いて

予 約 に応 ずる もの とし ま す。  

2.第 2 章  予約  

第 2 条  （予約の申込）  

借 受 人は 、レ ンタ カー を 借受 ける にあ たっ て 、約 款及 び当 社が 別 に定

め る 料金 表等 に同 意の う え、 別に 定め る方 法 によ り、 あら かじ め 車種

ク ラ ス、 借受 開始 日時 、 借受 場所 、借 受期 間 、返 還場 所、 運転 者 、チ

ャ イ ルド シー ト等 の付 属 品の 要否 、そ の他 借 受条 件（ 以下 「借 受 条

件 」 とい いま す。 ）を 明 示し て予 約の 申込 を 行う 事が でき ます 。  

2  当 社 は、 借 受人か ら 予約 の申 込が あっ た とき は、 原則 とし て 、当 社

の 保 有す るレ ンタ カー の 範囲 内に おい て当 社 が定 める 基準 に基 づ いて

予 約 に応 ずる もの とし ま す。 この場合、借受人は、当社が特に認める場合を除

き、当社所定の予約申込金を支払うものとします。 



第 3 条  （予約の変更）  

借 受 人は 、前 条第  1  項 の 借受 条 件を変 更 しよ うと する とき は 、あ ら

か じ め当 社の 承諾 を受 け なけ れば なら ない も のと しま す。  

第 4 条  （予約の取消等）  

借 受 人は 、当 社の 承諾 を 得て 予約 を取 り消 す こと がで きま す。  

2  借 受 人が 、借 受人 の 都合 によ り、 予約 し た借 受開 始時 刻を １ 時間

以 上 経過 して もレ ンタ カ ー貸 渡契 約（ 以下  「 貸 渡 契約 」とい い ま

す 。 ）の 締結 手続 きに 着 手し なか った とき は 、予 約が 取り 消さ れ たも

の と しま す。  

3  前 ２ 項の 場合 、借 受 人は 、別 の定 める と ころ によ り予 約取 消 手数

料 を 当社 に支 払う もの と し、 当社 は、 この 予 約取 消料 の支 払い が あっ

た と き、 受領 済み の貸 渡 料金 があ る場 合は 、 貸渡 料金 を借 受人 に 返還

す る もの とし ます 。但 し 、当 社は 、借 受人 に 対す る予 約取 消手 数 料に

関 す る請 求権 を自 働債 権 とし て、 借受 人の 当 社に 対す る貸 渡料 金 の返

還 債 権を 受働 債権 とし て 相殺 する こと がで き るも のと し、 貸渡 料 金か

ら 予 約取 消手 数料 を控 除 した 場合 に残 金が 発 生す る場 合、 当該 残 金を

借 受 人に 対し て請 求で き るも のと しま す。  

4  当 社 の責 めに 帰す る べき 事由 によ り、 予 約が 取り 消さ れた と き、

又 は 貸渡 契約 が締 結さ れ なか った とき は、 当 社が すで に貸 渡料 金 を受

領 済 みの 場合 、受 領し た 貸渡 料金 を返 還し ま す。  

5  事 故 、盗 難、 不返 還 、リ コー ル、 天災 そ の他 の借 受人 若し く は当

社 の いず れの 責に もよ ら ない 事由 によ り貸 渡 契約 が締 結さ れな か った

と き は、 予約 は取 り消 さ れた もの とし ます 。  こ の とき 、当社 が すで

に 貸 渡料 金を 受領 済み の 場合 、受 領し た貸 渡 料金 を返 還す るも の とし

ま す 。  

6 借受人及び当社は、予約が取消されたこと及び貸渡契約が締結されなかったことにつ

いて、本条及び次条に定める場合を除き、相互に何らの請求をしないものとします。 

 



第 5 条  （代替レンタカー）  

当 社 は、 借受 人か ら予 約 のあ った 車種 クラ ス 、 付属品、禁煙車・喫煙車の別

等の条件の レ ンタ カー を 貸渡 すこ とが でき な いと きは 、予 約と 異 なる 車

種 ク ラス のレ ンタ カー （ 以下 「代 替レ ンタ カ ー」 とい いま す。 ） の貸

渡 し を申 し入 れる こと が でき るも のと しま す 。  

2  借 受 人が 前項 の申 入 れを 承諾 した とき は 、当 社は 借受 人と の 間で

改 め て借 受条 件等 を協 議 した 上で 決定 する も のと しま す。  

3  借 受 人は 、第 １項 の 代替 レン タカ ーの 貸 渡し の申 入れ を拒 絶 し、

予 約 を取 り消 すこ とが で きる もの とし ます 。  

4  借 受 人が 第１ 項の 申 入れ を拒 絶し た場 合 、予 約は 取消 され る もの

と し 、予 約申 込金 の扱 い につ いて は、 前条 第 5 項 を適 用 するも の とし

ま す 。  

第 6 条  （免責）  

当 社 及び 借受 人は 、予 約 が取 り消 され 、又 は 貸渡 契約 が締 結さ れ てな

か っ たこ とに つい て、  第 ４ 条 及び 第５条 に 定め る場 合を 除き 、 相互

に 何 らの 請求 をし ない も のと しま す。  

第７条  （予約業務の代行）  

借 受 人は 、当 社に 代わ っ て予 約業 務を 取り 扱 う旅 行代 理店 、提 携 会社

等 （ 以下 「代 行業 者」 と いい ます 。） にお い て予 約の 申込 みを す るこ

と が でき ます 。  

2  代 行 業者 に対 して 前 項の 申込 みを 行っ た 借受 人は 、そ の代 行 業者

に 対 して のみ 予約 の変 更 又は 取消 しを 申し 込 むこ とが でき るも の とし

ま す 。  

第３章  貸渡し  

第８条（貸渡契約の締結）  



借 受 人は 第２ 条第 １項 に 定め る借 受条 件を 明 示し 、当 社は この 約 款、

料 金 表等 によ り貸 渡条 件 を明 示し て、 貸渡 契 約を 締結 する もの と しま

す 。 ただ し、 貸渡 すこ と がで きる レン タカ ー がな い場 合又 は借 受 人若

し く は運 転者 が第 ９条 第 １項 若し くは 第２ 項 各号 のい ずれ かに 該 当す

る 場 合を 除き ます 。  

2  貸 渡 契約 を締 結し た 場合 、借 受人 は当 社 に第 １１ 条第 １項 が 定め

る 貸 渡料 金を 支払 うも の とし ます 。  

3  当 社 は、 監督 官庁 の 基本 通達 （注 １） に 基づ き、 貸渡 簿（ 貸 渡原

票 ） 及び 第１ ４条 第１ 項 に規 定す る貸 渡証 に 運転 者の 氏名 、住 所 、運

転 免 許の 種類 及び 運転 免 許証 （注 ２） の番 号 を記 載し 、又 は運 転 者の

運 転 免許 証の 写し を添 付 する ため 、貸 渡契 約 の締 結に あた り、 借 受人

に 対 し、 借受 人の 指定 す る運 転者 （以 下「 運 転者 」と いい ます 。 ）の

運 転 免許 証の 提示 を求 め るほ か、 その 写し の 提出 を求 める こと が あり

ま す 。こ の場 合、 借受 人 は、 自己 が運 転者 で ある とき は自 己の 運 転免

許 証 を提 示し 、又 はそ の 写し を提 出す るも の とし 、借 受人 と運 転 者が

異 な ると きは その 運 転 者 の運 転免 許証 を提 示 し、 又は その 写し を 提出

す る もの とし ます 。  

（ 注 １ ） 監 督 官 庁 の 基 本 通 達 と は 、 国 土 交 通 省 自 動 車 交 通 局 長 通 達 「 レ ン タ カ

ー に 関 す る 基 本 通 達 」 （ 自 旅 第  １ ３ ８ 号 平 成 ７ 年 ６ 月 １ ３ 日 ） の ２ ． （ １

０ ） 及 び （ １ １ ） の こ と を い い ま す 。  

（ 注 ２ ） 運 転 免 許 証 と は 、 道 路 交 通 法 第 ９ ２ 条 が 定 め る 運 転 免 許 証 の う ち 、 道

路 交 通 法 施 行 規 則 第 １ ９ 条 第 ２ 項 が 定 め る 様 式 の 運 転 免 許 証 の 他 に 、 道 路 交 通

法 第 １ ０ ７ 条 の ２ が 定 め る 国 際 運 転 免 許 証 又 は 外 国 運 転 免 許 証 も 含 み ま す 。  

借 受 人は 第２ 条第 １項 に 定め る借 受条 件を 明 示し 、当 社は この 約 款、

料 金 表等 によ り貸 渡条 件 を明 示し て、 貸渡 契 約を 締結 する もの と しま

す 。 ただ し、 貸渡 すこ と がで きる レン タカ ー がな い場 合又 は借 受 人若

し く は運 転者 が第 ９条 第 １項 若し くは 第２ 項 各号 のい ずれ かに 該 当す

る 場 合を 除き ます 。  

4  当 社 は、 貸渡 契約 の 締結 にあ たり 、借 受 人及 び運 転者 に対 し 、運

転 免 許証 のほ かに 本人 確 認が でき る書 類の 提 示を 求め 、及 び提 出 され

た 書 類の 写し をと るこ と があ りま す。  



5  当 社 は、 貸渡 契約 の 締結 にあ たり 、借 受 期間 中に 借受 人及 び 運転

者 と 連絡 する ため の携 帯 電話 番号 等の 告知 を 求め るも のと し、 借 受人

は こ の求 めに 応じ ると と もに 運転 者に も応 じ させ るよ うに しま す 。  

6  当 社 は、 貸渡 契約 の 締結 にあ たり 、借 受 人に 対し 、ク レジ ッ トカ

ー ド 若し くは 現金 等に よ る支 払い を求 め、 又 はそ の他 の支 払い 方 法を

指 定 する 事が あり ます 。  

7  当社は、借受人又は運転者が前 6 項に従わない場合は、貸渡契約の締結を拒絶すると

ともに、予約を取消すことができるものとします。なお、この場合の予約申込金等の扱い

については、第 4 条第 5 項を適用するものとします。 

 

第 9 条（貸渡契約の締結の拒絶）  

借 受 人又 は運 転者 が次 の 各号 のい ずれ かに 該 当す ると きは 、貸 渡 契約

を 締 結す るこ とが でき な いも のと しま す。  

( 1 )  貸 渡す レン タカー の 運転 に必 要な 運転 免 許証 を提 示せ ず、 又 は当

社 が 求め たに もか かわ ら ず、 その 運転 者の 運 転免 許証 の写 しの 提 出に

同 意 しな いと き。  

( 2 )酒 気 を帯 びて いる と 認め られ ると き。  

( 3 )麻 薬 、覚 せい 剤、 シ ンナ ー等 によ る中 毒 症状 など を呈 して い ると 認

め ら れる とき 。  

( 4 )チ ャ イル ドシ ート が ない にも かか わら ず ６歳 未満 の幼 児を 同 乗さ せ

る と き。  

( 5 )暴 力 団若 しく は暴 力 団関 係団 体の 構成 員 若し くは 関係 者又 は その 他

の 反 社会 的組 織に 属し て いる 者で ある と認 め られ ると き。  

( 6 )そ の 他、 当社 が貸 渡 契約 を締 結す るこ と が不 適当 と認 めた と き。  

2  借 受 人又 は運 転者 が 次の 各号 のい ずれ か に該 当す ると きは 、 当社

は 貸 渡契 約の 締結 を拒 絶 する こと がで きる も のと しま す。  

( 1 )予 約 に際 して 定め た 運転 者と 貸渡 契約 締 結時 の運 転者 とが 異 なる と

き 。  

( 1 )過 去 の貸 渡し にお い て、 貸渡 料金 その 他 の当 社に 対す る ( 2 )債 務 の

支 払 いを 滞納 した 事実 が ある とき 。  



( 3 )過 去 の貸 渡し にお い て、 第１ ７条 各号 の いず れか 一つ に掲 げ る行 為

が あ った とき 。 <3> (4 )過 去 の 貸渡 し（他 の レン タカ ー事 業者 に よる 貸

渡 し を含 みま す。 ）に お いて 、第 １８ 号第 １ 項ま たは 第２ ３条 第 １項

に 掲 げる 事実 があ った と き。  

( 5 )過 去 の貸 渡し にお い て、 貸渡 約款 又は 保 険約 款違 反に より 自 動車 保

険 が 適用 され なか った 事 実が あっ たと き。  

( 6 )当 社 との 取引 に関 し 、当 社の 従業 員そ の 他の 関係 者に 対し て 、暴 力

的 行 為を 行い 、も しく は 合理 的範 囲を 超え る 負担 を要 求し 、又 は 暴力

的 行 為若 しく は言 辞を 用 いた とき 。  

( 7 )風 説 を流 布し 、又 は 偽計 若し くは 威力 を 用い て当 社の 信用 を き損

し 、 又は 業務 を妨 害し た とき 。  

そ の 他、 当社 が不 適当 で ある と認 めた とき 。  

3  前 ２ 項の 場合 にお い て借 受人 との 間に 既 に予 約が 成立 して い たと

き は 、借 受人 の都 合に よ る予 約の 取消 しが あ った もの とし て取 り 扱

い 、 借受 人は 第４ 条３ 項 に準 じて 予約 取消 手 数料 を支 払う もの と し、

当 社 が貸 渡料 金を 受領 済 みの 場合 は貸 渡料 金 を返 還す るも のと し ま

す 。  

第１０条（貸渡契約の成立等） 

１ 貸渡契約は、借受人が貸渡契約書に署名をし、当社が借受人にレンタカー（付属品を

含む。以下同じ）を引渡したときに成立するものとします。この場合、受領済の予約申込

金は貸渡料金の一部に充当されるものとします。 

２ 前項の引渡は、第 2 条の借受開始日時及び借受場所で行うものとします。 

 

第 11 条（貸渡料金）  

貸 渡 料金 とは 、以 下の 料 金の 合計 金額 をい う もの とし 、当 社は そ れぞ

れ の 額又 は計 算根 拠を 料 金表 に明 示し ます 。  

( 1 )基 本 料金  

( 2 )免 責 保証 に関 する 手 数料 料金  

( 3 )オ プ ショ ン料 金  



( 4 )燃 料 代  

( 5 )そ の 他料 金  

2  基 本 料金 は、 レン タ カー の貸 渡し 時に お いて 、当 社が 沖縄 総 合事

務 局 陸運 事務 所長 に届 け 出て 実施 して いる 料 金に よる もの とし ま す。  

3  第 ２ 条に よる 予約 を した 後に 貸渡 料金 を 改定 した とき は、 借 受人

は 予 約完 了時 に適 用し た 料金 と貸 渡し 時の 料 金の うち 、い ずれ か 低い

方 の 料金 を支 払う もの と しま す。  

4  そ の 他の 貸渡 料金 の 詳細 につ いて は、 細 則で 定め るも のと し ま

す 。  

第 12 条  （借受条件の変更）  

借 受 人は 、貸 渡契 約の 締 結後 、第 ２条 第１ 項 の借 受条 件を 変更 し よう

と す ると きは 、あ らか じ め当 社の 承諾 を受 け なけ れば なら ない も のと

し ま す。  

2  借 受 人は 、当 社が 前 項に よる 借受 条件 の 変更 に応 じな いこ と があ

る こ とを 承諾 しま す。  

第 13 条  （点検及び確認）  

当 社 は、 道路 運送 車両 法 第４ ７条 の２ （日 常 点検 整備 ）お よび 第 ４８

条 （ 定期 点検 整備 ）に 定 める 点検 をし 、必 要 な整 備を 実施 した レ ンタ

カ ー を貸 渡す もの とし ま す。  

2  借 受 人又 は運 転者 は 、前 項の 点検 整備 が 実施 され てい るこ と およ

び 別 に定 める 点検 表に 基 づく 車体 外観 及び 付 属品 の検 査に よっ て レン

タ カ ーに 整備 不良 がな い こと その 他レ ンタ カ ーが 借受 条件 を満 た して

い る 事を 確認 する もの と しま す。  

3  当 社 は、 前項 の確 認 によ って レン タカ ー に整 備不 良が 発見 さ れた

場 合 には 、直 ちに 必要 な 整備 等を 実施 する も のと しま す。  

第 14 条  （貸渡証の交付、携帯等）  



当 社 は、 レン タカ ーを 引 渡し たと きは 、沖 縄 総合 事務 局陸 運事 務 所長

が 定 めた 事項 を記 載し た 所定 の貸 渡証 を借 受 人又 は運 転者 に交 付 する

も の とし ます 。  

2  借 受 人又 は運 転者 は 、レ ンタ カー の使 用 中、 前項 によ り交 付 を受

け た 貸渡 証を 携帯 しな け れば なら ない もの と しま す。  

3  借 受 人又 は運 転者 は 、貸 渡証 を紛 失し た とき は、 直ち にそ の 旨を

当 社 に通 知す るも のと し ます 。  

4  借 受 人又 は運 転者 は 、レ ンタ カー の返 還 とと もに 、貸 渡証 を 当社

に 返 還す るも のと しま す 。  

第 4 章  使用  

第 15 条  （管理責任）  

借 受 人又 は運 転者 は、 レ ンタ カー の引 渡し を 受け てか ら当 社に 返 還す

る ま での 間（ 以下  「 使 用中 」と いい ます 。 ）、 善良 な管 理者 の 注意

を も って レン タカ ーを 使 用し 、保 管す るも の とし ます 。  

2 借受人又は運転者は、レンタカーを使用する際には、法令、約款、細則、取扱説明

書、その他当社が提示する使用法を遵守しレンタカーを使用するものとします。 

3 借受人又は運転者が使用中に高速道路等の有料道路、有料駐車場、その他の有料サー

ビスを利用したときは、借受人又は運転者はその利用料金等を自らの責任において、その

有料サービスを提供する者に支払うものとします。 

4 借受人又は運転者が ETC システムを利用した場合において、有料道路の運営会社等

（以下「有料道路運営会社等」という）から当社に対し、借受人又は運転者の有料道路の

利用料金等の未払いに関する問合せ等があった場合、当社は有料道路運営会社等に対し、

借受人又は運転手に関する情報を開示することができるものとし、借受人又は運転者はこ

れに同意するものとします。 

 

第 16 条  （日常点検整備）  



借 受 人又 は運 転者 は、 使 用中 のレ ンタ カー に つい て、 毎日 使用 す る前

に 道 路運 送車 両法 第４ ７ 条の ２（ 日常 点検 整 備） に定 める 点検 を し、

必 要 な整 備を 実施 しな け れば なら ない もの と しま す。  

第 17 条  （禁止行為）  

借 受 人又 は運 転者 は、 使 用中 に次 の行 為を し ては なら ない もの と しま

す 。  

( 1 )当 社 の承 諾及 び道 路 運送 法に 基づ く許 可 等を 受け るこ とな く レン タ

カ ー を自 動車 運送 事業 又 はこ れに 類す る目 的 に使 用す るこ と。  

( 2 )レ ン タカ ーを 所定 の 用途 以外 に使 用し 又 は第 １４ 条第 １項 の 貸渡 証

に 記 載さ れた 運転 者及 び 当社 の承 諾を 得た 者 以外 の者 に運 転さ せ るこ

と 。  

( 3 )レ ン タカ ーを 転貸 し 、又 は他 に担 保の 用 に供 する 等当 社の 権 利を 侵

害 す るこ とと なる 一切 の 行為 をす るこ と。  

( 4 )レ ン タカ ーの 自動 車 登録 番号 標又 は車 両 番号 標を 偽造 若し く は変 造

し 、 又は レン タカ ーを 改 造し 若し くは 改装 す る等 その 原状 を変 更 する

こ と 。  

( 5 )当 社 の承 諾を 受け る こと なく 、レ ンタ カ ーを 各種 テス ト若 し くは 競

技 に 使用 し又 は他 車の 牽 引も しく は後 押し に 使用 する こと 。  

( 6 )法 令 又は 公序 良俗 に 違反 して レン タカ ー を使 用す るこ と。  

( 7 )当 社 の承 諾を 受け る こと なく レン タカ ー につ いて 損害 保険 に 加入 す

る こ と。  

( 8 )レ ン タカ ーを 日本 国 外に 持ち 出す こと 。  

( 9 )電 気 自動 車又 は充 電 機の 不適 切な 取扱 い によ り、 電気 自動 車 又は 充

電 器 を破 損し 、汚 損す る こと 。  

( 10 )そ の 他 第８ 条第１ 項 の借 受条 件に 違反 す る行 為を する こと 。  

第 18 条  （違法駐車の場合の処置等）  

借 受 人又 は運 転者 は、 使 用中 にレ ンタ カー に 関し 道路 交通 法に 定 める

違 法 駐車 をし たと きは 、 直ち に違 法駐 車し た 地域 を管 轄す る警 察 署に

出 頭 し、 自ら 違法 駐車 に 係る 反則 金等 を納 付 し、 及び 違法 駐車 に 伴う

レ ッ カー 移動 、保 管、 引 取な どの 諸費 用を 負 担す るも のと しま す 。  



2  当 社 は、 警察 から レ ンタ カー の放 置駐 車 違反 の連 絡を 受け た とき

は 、 借受 人又 は運 転者 に 連絡 し、 速や かに レ ンタ カー を移 動さ せ 、若

し く は引 き取 ると とも に 、レ ンタ カー の借 受 期間 満了 時又 は当 社 の指

示 す る時 まで に取 扱い 警 察署 に出 頭し て違 反 を処 理す るよ う指 示 する

も の とし 、借 受人 又は 運 転者 はこ れに 従う も のと しま す。 なお 、 当社

は 、 レン タカ ーが 警察 に より 移動 され た場 合 には 、当 社の 判断 に よ

り 、 自ら レン タカ ーを 警 察か ら引 き取 る場 合 があ りま す。  

3  当 社 は、 前項 の指 示 を行 った 後、 当社 の 判断 によ り、 違反 処 理の

状 況 を交 通反 則告 知書 又 は納 付書 、領 収書 等 によ り確 認す るも の と

し 、 処理 され てな い場 合 には 、処 理さ れる ま で借 受人 又は 運転 者 に対

し て 前項 の指 示を 行う も のと しま す。 また 、 当社 は借 受人 又は 運 転者

に 対 し、 放置 駐車 違反 を した 事実 及び 警察 署 等に 出頭 し、 違反 者 とし

て 法 律上 の措 置に 従う こ とを 自認 する 旨の 当 社所 定の 文書 （以 下 「自

認 書 」と いい ます 。） に 自ら 署名 する よう に 求め 、借 受人 又は 運 転者

は こ れに 従う もの とし ま す。  

4  当 社 は、 当社 が必 要 と認 めた 場合 は、 警 察に 対し て自 認書 及 び貸

渡 証 等の 個人 情報 を含 む 資料 を提 出す る等 に より 借受 人又 は運 転 者に

対 す る放 置駐 車違 反に 係 る責 任追 及の ため の 必要 な協 力を 行う ほ か、

公 安 委員 会に 対し て道 路 交通 法第 ５１ 条の ４ 第６ 項に 定め る弁 明 書及

び 自 認書 並び に貸 渡証 等 の資 料を 提出 し、 事 実関 係を 報告 する 等 の必

要 な 法的 措置 をと るこ と がで きる もの とし 、 借受 人又 は運 転者 は これ

に 同 意す るも のし ます 。  

5  当 社 が道 路交 通法 第 ５１ 条の ４第 １項 の 放置 違反 金納 付命 令 を受

け 、 放置 違反 金を 納付 し た場 合又 は借 受人 若 しく は運 転者 の探 索 に要

し た 費用 若し くは 車両 の 移動 、保 管、 引取 り 等に 要し た費 用を 負 担し

た 場 合に は、 当社 は借 受 人又 は運 転者 に対 し 、次 に掲 げる 金額 （ 以下

「 駐 車違 反関 係費 用」 と いい ます 。） を請 求 する もの とし ます 。 この

場 合 、借 受人 又は 運転 者 は、 当社 の指 定す る 期日 まで に駐 車違 反 関係

費 用 を支 払う もの とし ま す。  

( 1 )放 置 違反 金相 当額  

( 2 )  放 置違 反行 為によ っ て当 社が 被っ た損 害  

( 3 )探 索 に要 した 費用 及 び車 両の 移動 、保 管 、引 取り 等に 要し た 費用  



6  第 １ 項の 規定 によ り 借受 人又 は運 転者 が 違法 駐車 に係 る反 則 金等

を 納 付す べき 場合 にお い て、 当該 借受 人又 は 運転 者が 、第 ２項 に 基づ

く 違 反を 処理 すべ き旨 の 当社 の指 示又 は第 ３ 項に 基づ く自 認書 に 署名

す べ き旨 の当 社の 求め に 応じ ない とき は、 当 社は 第５ 項に 定め る 額の

駐 車 違反 金及 び駐 車違 反 違約 金に 充て るも の とし て、 当該 借受 人 又は

運 転 者か ら、 当社 が別 に 定め る額 の駐 車違 反 金（ 次項 にお いて 「 駐車

違 反 金」 とい いま す。 ） を申 し受 ける こと が でき るも のと しま す 。  

7  借 受 人又 は運 転者 が 、第 ５項 に基 づき 当 社が 請求 した 金額 を 当社

に 支 払っ た場 合に おい て 、借 受人 又は 運転 者 が、 後刻 当該 駐車 違 反に

係 る 反則 金を 納付 し、 又 は公 訴を 堤起 され た こと 等に より 、放 置 違反

金 納 付命 令が 取り 消さ れ 、当 社が 放置 違反 金 の還 付を 受け たと き は、

当 社 は既 に支 払い を受 け た駐 車関 係費 用の う ち、 放置 違反 金相 当 額の

み を 借受 人又 は運 転者 に 返還 する もの とし ま す。 第６ 項に 基づ き 当社

が 駐 車違 反金 を申 し受 け た場 合に おい ても 、 同様 とし ます 。  

第５章  返還  

第１９条  （返還責任）  

借 受 人又 は運 転者 は、 レ ンタ カー を借 受期 間 満了 時ま でに 所定 の 返還

場 所 にお いて 当社 に返 還 する もの とし ます 。  

2  当 社 は、 この 約款 及 び細 則の 趣旨 、法 令 、行 政通 達並 びに 一 般の

慣 習 に反 しな い範 囲で 特 約に 応ず るこ とが あ りま す。 特約 した 場 合に

は 、 その 特約 が約 款に 優 先す るも のと しま す 。  

3  借 受 人は 、貸 渡契 約 の締 結に あた り、 借 受人 と異 なる 運転 者 を指

定 す る場 合、 約款 及び 細 則中 の運 転者 の義 務 と定 めら れた 事項 を その

運 転 者に 周知 し、 遵守 さ せる もの とし ます 。  

４ 借受人は、天災その他の不可抗力により借受期間内にレンタカーを返還することがで

きないときは、直ちに当社に連絡し、当社の指示に従うものとします。 

第  20 条  （返還時の確認等）  



借 受 人又 は運 転者 は、 当 社の 指示 に従 って 、 ガソ リン 等の 燃料 を 補充

の 上 、当 社立 会い のも と にレ ンタ カー 及び 備 品を 返還 する もの と しま

す 。 通常 の使 用に よっ て 摩耗 した 箇所 があ る こと 、電 気自 動車 の 電池

の 消 耗が ある こと 等を 除 き、 引渡 し時 の状 態 で返 還す るも のと し ま

す 。 ガソ リン 等の 燃料 が 未補 充の 場合 、借 受 人又 は運 転者 は、 使 用中

の 走 行距 離に 応じ て当 社 所定 の換 算表 によ り 算出 した 金額 を、 直 ちに

当 社 に支 払う もの とし ま す。  

2  借 受 人又 は運 転者 は 、レ ンタ カー の返 還 にあ たっ て、 レン タ カー

内 に 借受 人若 しく は運 転 者又 は同 乗者 の残 置 物が ない こと を確 認 して

返 還 する もの とし 、当 社 は、 レン タカ ー返 還 後に おい ては 、残 置 物の

保 管 につ いて 一切 の責 を 負わ ない もの とし ま す。  

第 21 条  （借受期間変更時の貸渡料金）  

借 受 人又 は運 転者 は、 第 １２ 条第 １項 によ り 借受 期間 を変 更し た とき

は 、 変更 後の 借受 期間 に 対応 する 貸渡 料金 、 又は 変更 前の 貸渡 料 金と

超 過 料金 を合 計し た料 金 のう ち、 いず れか 低 い方 の料 金を 支払 う もの

と し ます 。  

第 22 条  （返還場所等）  

借 受 人又 は運 転者 は、 第 １２ 条第 １項 によ り 所定 の返 還場 所を 変 更し

た と きは 、返 還場 所の 変 更に よっ て必 要と な る回 送の ため の費 用 を負

担 す るも のと しま す。  

2  借 受 人又 は運 転者 は 、第 １２ 条第 １項 に よる 当社 の承 諾を 受 ける

こ と なく 所定 の返 還場 所 以外 の場 所に レン タ カー を返 還し たと き は、

返 還 場所 の変 更に よっ て 必要 とな る回 送の た めの 費用 に加 えて 、 当社

に 無 断で 返還 場所 を変 更 した こと によ って 当 社が 被っ た損 害金 も 併せ

て 支 払う もの とし ます 。  

第 23 条  （返還されなかった場合の措置）  

当 社 は、 借受 人又 は運 転 者が 、借 受期 間が 満 了し たに もか かわ ら ず、

所 定 の返 還場 所に レン タ カー を返 還せ ず、 か つ、 当社 の返 還請 求 に応

じ な いと き、 又は 借受 人 の所 在が 不明 とな る 等の 理由 によ り不 返 還に



な っ たと 認め られ ると き は、 刑事 告訴 を行 う 等の 法的 措置 をと る もの

と し ます 。  

2  当 社 は、 前項 に該 当 する こと とな った と きは 、レ ンタ カー の 所在

を 確 認す るた め、 借受 人 又は 運転 者の 家族 、 親族 、勤 務先 等の 関 係者

へ の 聞取 り調 査や 車両 位 置情 報シ ステ ムの 作 動等 を含 む必 要な 措 置を

と る もの とし ます 。  

3  第 １ 項に 該当 する こ とと なっ た場 合、 借 受人 又は 運転 者は 、 第２

８ 条 の定 めに より 当社 に 与え た損 害に つい て 賠償 する 責任 を負 う ほ

か 、 レン タカ ーの 回収 及 び借 受人 又は 運転 者 の探 索に 要し た費 用 を負

担 す るも のと しま す。  

第 2４条（貸渡情報の登録と利用の合意） 

約款冒頭の個人情報の取扱いに関する規定にかかわらず、借受人は、次の各号のいずれか

に該当するときは、借受人の氏名・生年月日・運転免許証番号等を含む客観的な貸渡事実

に基づく情報（以下「貸渡情報」という）が全レ協システム及び貸渡注意者リストに７年

を超えない期間登録されることに同意するものとします。 

(1) 借受人又は運転者が、当社の指定する期日までに、駐車違反金等を当社に支払わなか

ったとき。 

(2) 前条各号に該当したとき。 

2 約款冒頭の個人情報の取扱いに関する規定にかかわらず、借受人は、次に掲げる事項

に同意するものとします。 

 全レ協システムに登録された貸渡情報が（社）全国レンタカー協会及び加盟各都道府県

レンタカー協会とその会員事業者に利用されること。 

 

第 6 章  故障、事故、盗難時の措置  

第 2５条  （故障発見時の措置）  

借 受 人又 は運 転者 は、 使 用中 にレ ンタ カー の 異常 又は 故障 を発 見 した

と き は、 直ち に運 転を 中 止し 、当 社に 連絡 す ると とも に、 当社 の 指示

に 従 うも のと しま す。  



第 2６条  （事故発生時の措置）  

借 受 人又 は運 転者 は、 使 用中 にレ ンタ カー に 係る 事故 が発 生し た とき

は 、 直ち に運 転を 中止 し 、事 故の 大小 にか か わら ず法 令 上 の措 置 をと

る と とも に、 次に 定め る 措置 をと るも のと し ます 。  

( 1 )別 紙 マニ ュア ルの 記 載に 従い 対応 の上 、 当社 に報 告し 、当 社 の指 示

に 従 うこ と。  

( 2 )前 号 の指 示に 基づ き レン タカ ーの 修理 を 行う 場合 は、 当社 が 認め た

場 合 を除 き、 当社 又は 当 社の 指定 する 工場 で 行う こと 。  

( 3 )事 故 に関 し当 社及 び 当社 が契 約し てい る 保険 会社 の調 査に 協 力す る

と と もに 、必 要な 書類 等 を遅 滞な く提 出す る こと 。  

( 4 )事 故 に関 し相 手方 と 示談 その 他合 意を す ると きは 、あ らか じ め当 社

の 承 諾を 受け るこ と。  

2  借 受 人又 は運 転者 は 、前 項の 措置 をと る ほか 、自 らの 責任 に おい

て 事 故を 処理 し、 及び 解 決す るも のと しま す  

3  当 社 は、 借受 人又 は 運転 者の ため の事 故 の処 理に つい て助 言 を行

う と とも に、 その 解決 に 協力 する もの とし ま す。  

4  当 社 は、 事故 発生 時 の状 況を 確認 する こ とを 目的 とし て、 車 載型

事 故 記録 装置 が装 着さ れ てい る車 両に つい て 衝撃 が発 生し 、又 は 急制

動 が なさ れた 場合 等の 状 況を 記録 する こと が でき るも のと しま す 。  

5  当 社 は、 必要 と認 め られ る場 合に は、 前 項の 記録 を検 証す る など

の 措 置を とる もの とし ま す。  

第 2７条  （盗難発生時の措置）  

借 受 人又 は運 転者 は、 使 用中 にレ ンタ カー の 盗難 が発 生し たと き その

他 の 被害 を受 けた とき は 、次 に定 める 措置 を とる もの とし ます 。  

直 ち に最 寄り の警 察に 通 報す るこ と。  

直 ち に被 害状 況等 を当 社 に報 告し 、当 社の 指 示に 従う こと 。  盗 難 、 そ

の 他 の被 害に 関し 当社 及 び当 社が 契約 して い る保 険会 社の 調査 に 協力

す る とと もに 要求 する 書 類等 を遅 滞な く提 出 する こと 。  



第 2８条  （使用不能による貸渡契約の終了）  

使 用 中に おい て故 障、 事 故、 盗難 、そ の他 の 事由 （以 下「 故障 等 」と

い い ます 。） によ りレ ン タカ ーが 使用 でき な くな った とき は、 貸 渡契

約 は 終了 する もの とし ま す。  

2  借 受 人又 は運 転者 は 、前 項の 場合 、レ ン タカ ーの 引取 り及 び 修理

等 に 要す る費 用を 負担 す るも のと し、 当社 は 受領 済の 貸渡 料金 を 返還

し な いも のと しま す。 た だし 、故 障等 が第 ３ 項又 は第 ５項 に定 め る事

由 に よる 場合 はこ の限 り でな いも のと しま す 。  

3  故 障 等が 貸渡 し前 に 存し た瑕 疵に よる 場 合は 、借 受人 は当 社 から

代 替 レン タカ ーの 提供 を 受け るこ とが でき る もの とし ます 。な お 、代

替 レ ンタ カー の提 供条 件 につ いて は、 第５ 条 第２ 項を 準用 する も のと

し ま す。  

4  前 項 に定 める 場合 に おい て、 借受 人が 前 項の 代替 レン タカ ー の提

供 を 受け ない とき は、 当 社は 受領 済の 貸渡 料 金を 全額 返還 する も のと

し ま す。 なお 、当 社が 代 替レ ンタ カー を提 供 でき ない とき も同 様 とし

ま す  

6  借 受 人及 び運 転者 は 、本 条に 定め る措 置 を除 き、 レン タカ ー を使

用 で きな かっ たこ とに よ り生 ずる 損害 につ い て当 社に 対し 、本 条 に定

め る 以外 のい かな る請 求 もで きな いも のと し ます 。  

第 7 章  賠償及び補償  

第 2９条  （賠償及び営業補償）  

借 受 人は 、借 受人 又は 運 転者 が、 借受 けた レ ンタ カー の使 用に 際 し

て 、 当社 に損 害を 与え た とき は、 その 損害 （ レン タカ ーの 修理 費 用、

修 理 工場 まで の運 搬費 用 等を 含み ます が、 こ れら の損 害に 限り ま せ

ん 。 ）を 賠償 する もの と しま す。 この 場合 、 借受 人は 、当 社に 与 えた

当 該 損害 の他 に、 借受 け たレ ンタ カー で自 走 して 返却 予定 場所 に 返却

し た 場合 には 金１ ０万 円 を、 自走 して 返却 予 定場 所に 返却 でき な った

場 合 には 金２ ０万 円を 営 業補 償金 （以 下「 Ｎ ＯＣ 」と いい ます 。 ）と

し て 当社 に支 払う こと を 承諾 しま す。 尚、 NOC に 関 して は、 借 受人 及



び 運 転者 の責 に帰 する こ とが でき ない 事由 に よる 場合 も、 同様 と しま

す 。  

2  借 受 人は 、当 社か ら 借り 受け るレ ンタ カ ーが いわ ゆる 高級 車 （テ

ス ラ 社製 の電 気自 動車 や その 他の 輸入 車の 他 、日 本社 製の 市場 価 値の

高 い 車両 等を 含み ます 。 ）で ある 場合 、前 項 が定 める 損害 額が 高 額に

な る 可能 性が ある こと を 承諾 しま す。  

3  第 １ 項に より 借受 人 が損 害賠 償責 任を 負 う場 合、 事故 、盗 難 、借

受 人 又は 運転 者の 責に 帰 すべ き事 由に よる 故 障、 レン タカ ーの 汚 損・

臭 気 等に より 当社 がそ の レン タカ ーを 利用 で きな いこ とに よる 損 害に

つ い て、 当社 が料 金表 等 によ って 別途 定め る 場合 には 、借 受人 は 、当

該 定 めに 従っ て当 社に 支 払う こと を承 諾し ま す。  

4  借 受 人又 は運 転者 は 、借 り受 けた レン タ カー の使 用に 際し 、 借受

人 又 は運 転者 の故 意又 は 過失 によ って 第三 者 に損 害を 与え たと き は、

そ の 損害 を賠 償す るも の とし ます 。  

5  借 受 人は 当社 との 間 で、 第１ 項又 は第 ４ 項に 定め る損 害賠 償 責任

に 関 する 免責 につ いて の 取り 決め を行 うこ と がで きる もの とし ま す。

ま た 、 NOC に関 する 免 責に つい ても 、同 様 に取 り決 め を 行う こ とが で

き る もの とし ます 。  

第３０条  （保険及び補償）  

借 受 人が 前条 第１ 項の 賠 償責 任を 負う とき は 、当 社が レン タカ ー につ

い て 締結 した 損害 保険 契 約に より 、次 の限 度 内の 保険 金が 支払 わ れる

場 合 があ りま す（ 但し 、 その 保険 約款 の免 責 事由 に該 当す ると き はこ

の 保 険金 は給 付さ れま せ ん。 ）が 、借 受人 は 、保 険金 を保 険会 社 に対

し て 請求 する か否 かを 当 社の 判断 に任 せる も のと しま す。  

( 1 )対 人 補償  １ 名につ き  無 制 限  （自賠 責 保険 を含 む）  

( 2 )対 物 補償  １ 事故つ き 無制 限  

( 3 )車 両 補償  １ 事故 つ き無 制限  

( 4 )人 身 傷害 補償  １名 に つき 無制 限  



2  保 険 金が 給付 され な い損 害（ 当社 が保 険 会社 に請 求し ない 場 合も

含 み ます 。） 及び 第１ 項 の定 めに より 支払 わ れる 保険 金額 又は 補 償金

を 超 える 損害 につ いて は 、借 受人 又は 運転 者 の負 担と しま す。  

3  当 社 が借 受人 又は 運 転者 の負 担す べき 損 害金 を支 払っ たと き は、

借 受 人又 は運 転者 は、 直 ちに 当社 の支 払額 を 当社 に弁 済す るも の とし

ま す 。  

4  第 1 項 に 定 める保 険 金の 免責 額に 相当 す る損 害に つい ては 、 借受

人 が 予め 当社 との 取り 決 めに より 決め た免 責 補償 料を 支払 った と き

は 、 当該 取り 決め た範 囲 の損 害額 につ いて は 、当 社が 負担 しま す 。但

し 、 その 免責 補償 料の 支 払い がな いき は借 受 人の 負担 とし ます 。  

第８章  解除  

第 3１条  （貸渡契約の解除）  

当 社 は、 借受 人又 は運 転 者が 使用 中に この 約 款及 び細 則が 定め る 条項

の い ずれ か一 つに 違反 し たと き、 若し くは 第 ９条 第１ 項又 は同 条 第２

項 の 各号 のい ずれ かに 該 当す るこ とと なっ た とき は、 何ら の通 知 、催

告 を 要せ ずに 貸渡 契約 を 解除 し、 直ち にレ ン タカ ーの 返還 を請 求 する

こ と がで きる もの とし ま す。 この 場合 、当 社 は受 領済 の貸 渡料 金 を借

受 人 に返 還し ない もの と しま す。  

第 3２条  （同意解約）  

借 受 人は 、使 用中 であ っ ても 、当 社の 同意 を 得て 貸渡 契約 を解 約 する

こ と がで きる もの とし ま す。 但し 、こ の場 合 であ って も、 受領 済 みの

貸 渡 料金 につ いて は一 切 返還 しな いも のと し ます 。  

第 9 章  個人情報  

第 3３条  （個人情報の利用目的）  

当 社 が借 受人 又は 運転 者 の個 人情 報（ 個人 番 号を 除き ます 。） を 取得

し 、 利用 する 目的 は次 の とお りで す。  



( 1 )道 路 運送 法第 ８０ 条 第１ 項に 基づ くレ ン タカ ー事 業の 許可 を 受け た

事 業 者と して 、貸 渡契 約 締結 時に  貸 渡証 を 作成 する 等、 事業 許 可の

条 件 とし て義 務づ けら れ てい る事 項を 実施 す るた め。  

( 2 )借 受 人又 は運 転者 に 対し 、レ ンタ カー 、 中古 車そ の他 当社 が 取り 扱

っ て いる 商品 の紹 介及 び これ らに 関す るサ ー ビス 等の 提供 並び に 各種

イ ベ ント 、キ ャン ペー ン 等の 開催 につ いて 、 宣伝 広告 物の 送付 、 電子

メ ー ルの 送信 等の 方法 に より 案内 する ため 。  

( 3 )貸 渡 契約 の締 結に 際 し、 借受 申込 者又 は 運転 者に 関し 、本 人 確認 及

び 貸 渡契 約締 結の 可否 に つい て審 査を 行う た め。  

( 4 )当 社 の取 り扱 う商 品 及び サー ビス の企 画 開発 、又 はお 客様 満 足度 向

上 策 の検 討を 目的 とし て 、借 受人 又は 運転 者 に対 しア ンケ ート 調 査を

実 施 する ため 。  

( 5 )個 人 情報 を統 計的 に 集計 、分 析し 、個 人 を識 別、 特定 でき な い形 態

に 加 工し た統 計デ ータ を 作成 する ため 。  

2  第 １ 項各 号に 定め て いな い目 的で 借受 人 又は 運転 者の 個人 情 報

（ 個 人番 号を 除き ます 。 ）を 取得 する 場合 に は、 あら かじ めそ の 利用

目 的 を明 示し て行 いま す 。  

 

第 10 章  雑則  

第 3４条  （相殺）  

当 社 は、 この 約款 に基 づ く借 受人 又は 運転 者 に対 する 金銭 債務 が ある

と き は、 借受 人又 は運 転 者の 当社 に対 する 金 銭債 務と いつ でも 相 殺す

る こ とが でき るも のと し ます 。  

第 3５条  （消費税）  

借 受 人又 は運 転者 は、 こ の約 款に 基づ く取 引 に課 せら れる 消費 税 （地

方 消 費税 を含 みま す。 ） を当 社に 対し て支 払 うも のと しま す。  

第 3６条  （遅延損害金）  



借 受 人又 は運 転者 及び 当 社は 、こ の約 款に 基 づく 金銭 債務 の履 行 を怠

っ た とき は、 相手 方に 対 し年 率１ ４． ６％ の 割合 によ る遅 延損 害 金を

支 払 うも のと しま す。  

第 3７条（準拠法等） 

１ 準拠法は、日本法とします。 

２ 邦文約款と、英文その他邦文以外の約款に齟齬があるときは、邦文約款を優先するも

のとします。 

第３８条（重要事項の情報提供） 

１ 当社は借受人に対し、約款及び細則のうち、借受人の損害賠償責任及び営業補償責任

の内容、当社の保険又は補償制度の内容及び条件並びに借受人が講ずべき故障、事故、盗

難時の措置、違反駐車 の場合の措置及び返還遅れとなる場合の措置等の重要事項につい

て、貸渡前に明確かつ平易な表現で情報提供するよう努めるものとします。 

２ 借受人は、約款及び細則の内容について理解するよう努めるものとします。 

第 3９条  （細則）  

当 社 は、 この 約款 の細 則 を別 に定 める こと が でき るも のと し、 そ の細

則 は この 約款 と同 等の 効 力を 有す るも のと し ます 。  

2  当 社 は、 別に 細則 を 定め たと きは 、当 社 の営 業各 店舗 に掲 示 する

と と もに 、当 社の 発行 す るパ ンフ レッ ト、 料 金表 等に これ を記 載 する

も の とし ます 。  これ を 変更 した 場合 も同 様 とし ます 。  

第 4０条（管轄裁判所） 

１ この約款及び細則に基づく権利及び義務について紛争が生じたときは、当社の本店所

在地を管轄する裁判所をもって専属的合意管轄裁判所とします。 

附則 約款は、令和 5 年１２月８日から施行します。 

 


